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パフォーマンスハイライト
株式会社荏原製作所および連結子会社
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1株当たり配当金 従業員数

リーマンショックの影響や水処理事業子会社の非連結化などはあったものの、近年は事業規模が拡大基調です。 着実に自己資本が増えており、2015年3月期には格付がA-になりました。

不採算事業からの撤退、サービス&サポート事業の強化などにより営業利益は改善しています。 D/Eレシオは0.4～0.6倍を目安に推移する見込みです。

2017年3月期にROIC7%以上を達成することをE-Plan2016での目標としています。 海外の拠点拡充など、成長のための投資も実行しています。

近年は財務状態が改善し、安定した配当を実施しています。 海外拠点の強化に伴い増加しています。
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（注） 2010年3月期に水処理事業を行う 
子会社が非連結対象となりました。




